
第一回　水道ビジョン等検討委員会の資料について、資料の差し替え及び説明

（１）内部留保資金の報告額を以下の数字に変更・訂正
P27はこれまでの報告額を黄色の点線、補填財源を除いた内部留保資金は赤線。
P16,P37は補填財源を除いた内部留保資金に統一しました。

（千円単位）

第一回目の審議会で報告したR5内部留保資金については、令和５年度末の金額(1,637百
万円）を報告しておりましたが、他の年度が期首の金額を報告しておりました。
正しくは、期首額（1,549百万円）です。お詫びして訂正いたします。

（２）変更理由
収益的収支（３条）、資本的収支（４条）と内部留保資金の関係（令和４年度決算を用いて説明）

１　収益的収支
③長期前受金

　　戻入益　1.2億

その他　0.3億

収入 給水収益 19.6億

当年度

支出 維持管理費　10.5億 ②減価償却費等　 7.7億 純利益

2.3億

支払利息等 0.6億

① 消費税資本的

収支調整額 ②-③
1.1億 損益勘定留保資金 ④ 積立金取崩 当年度 積立金

6.5億 4.5億 純利益 13.2億

２　資本的収支

その他　0.3億

収入 企業債 5.3億 資本的収支不足額 12.1億

企業債
支出 建設改良費 14億 償還金

3.7億

利 益 剰 余 金 （ 内 部 留 保 資 金 ）

Ｒ1
Ｒ2
Ｒ3

これまでの報告額
2,322,773

1,890,172

1,844,275

1,770,738

1,549,272

補填財源を除いた内部留保資金

Ｒ4
Ｒ5

2,464,968

2,377,320

2,064,729

2,150,387

2,001,727

４条の不足額に対して、4.5億円
の積立金を取り崩しています。
これまではこの取崩額を含めた、
利益剰余金を報告していました。
実際は補填財源として、すでに
使用されており、現金として
残っていません。今後はより現
金の動きを注視していく必要が
あるため、取り崩し分を除いて
報告します。

黄色部分が、利益剰
余金として報告して
いた金額。


